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ー

「
資
源
問
題
」
を
知

ろ
う

荻
野
洋
司

世
界
で
は
資
源
争
奪
戦
が
始
ま
っ
た
、

と
か
、
日
本
の
食
卓
か
ら
マ
グ
ロ
が
消
え

る
、
な
ど
の
資
源
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
資
源
と
は
、

経
済
活
動
で
利
用
す
る
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
を
指
す
。
世
界
に
お
け
る
こ
の
資

源
の
動
向
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
こ
れ

ら
の
報
道
を
よ
り
良
く
理
解
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。

こ
こ
で
は
こ
の
資
源
問
題
を
扱
っ
た
最

近
の
文
献
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
各
種
資
源
の
概
略
を
誰
で
も
短

時
間
で
理
解
で
き
る
の
が
、
資
源
問
題
研

究
会
著
『
図
解
世
界
資
源
マ
ッ
プ
』（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
　
二
〇
〇
八
年
八
月
）
と

永
濱
利
廣
・
鈴
木
将
之
共
編
『
図
解
資
源

の
世
界
地
図
』（
青
春
出
版
社
　
青
春
新

書
　
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
で
あ
る
。

書
名
が
よ
く
似
て
い
る
両
書
は
、
構
成

単
位
も
一
資
源
一
項
目
で
同
じ
。
項
目
の

記
述
で
も
解
説
が
半
分
、
残
り
半
分
が
カ

ラ
ー
の
図
表
と
数
値
が
附
さ
れ
た
地
図
と

い
う
構
成
で
似
て
い
る
。
違
い
は
前
書
は

一
項
目
が
見
開
き
二
頁
か
四
頁
、
版
は
Ｂ

５
判
で
大
き
く
一
目
で
要
点
が
つ
か
め
る

よ
う
に
編
集
が
さ
れ
て
い
る
が
、
後
書
は

新
書
版
で
一
項
目
四
頁
と
い
う
点
で
あ
る
。

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
資
源
で
あ
る
が
、

共
通
す
る
の
は
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
石

炭
、
鉄
鉱
石
、
銅
、
水
、
米
、
小
麦
、
食

肉
、
マ
グ
ロ
な
ど
の
十
数
項
目
。
さ
ら
に

前
書
の
特
徴
は
、
日
本
や
中
国
な
ど
九
カ

国
の
各
国
資
源
戦
略
編
と
メ
タ
ル
別
に
三

編
計
一
九
項
目
の
鉱
物
資
源
編
（
後
書
は

七
項
目
）
そ
れ
に
コ
ラ
ム
に
あ
る
。
他
方

後
書
は
、
水
産
資
源
の
章
に
タ
コ
や
ア
サ

リ
な
ど
七
項
目
（
前
書
は
三
項
目
）、
環

境
資
源
の
章
に
古
紙
や
排
出
権
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
七
項
目
（
前
書
は
無
）、
そ
れ
に
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
章
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

な
ど
四
項
目
（
前
書
は
無
）
に
あ
る
。
両

書
は
共
通
す
る
項
目
で
も
記
述
内
容
は
補

完
関
係
に
あ
り
、
引
用
の
統
計
数
値
は
最

新
で
も
二
〇
〇
七
年
で
少
し
古
い
が
、
手

軽
に
参
照
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉱
物
資
源

の
市
場
価
格
は
、
二
〇
〇
八
年
半
ば
に
史

上
最
高
値
を
付
け
、
そ
の
後
も
過
去
と
比

較
し
高
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
る
。
資
源

市
場
の
状
況
が
様
変
わ
り
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
市
場
で
は
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、

各
国
の
対
応
は
ど
う
な
の
か
、
世
界
は
資

源
を
め
ぐ
り
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
の
か
、

な
ど
の
疑
問
に
対
し
分
析
し
答
え
て
い
る

の
が
、
柴
田
明
夫
・
丸
紅
経
済
研
究
所
編

『
資
源
を
読
む
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
　

日
経
文
庫 

二
〇
〇
九
年
九
月
）
で
あ
る
。

第
一
章
が
資
源
が
今
注
目
さ
れ
る
理
由
、

二
章
は
資
源
を
取
り
巻
く
環
境
（
量
の
面

と
価
格
面
）、
三
章
資
源
を
め
ぐ
り
起
き

た
こ
と
、
四
章
日
本
へ
の
影
響
と
対
応
、

五
章
価
格
の
今
後
の
展
望
と
い
う
構
成
。

こ
の
状
況
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
現
在

は
二
〇
世
紀
型
の
枯
渇
性
資
源
に
立
脚
す

る
成
長
モ
デ
ル
が
限
界
と
な
り
、
新
た
な

低
炭
素
社
会
構
築
に
よ
る
持
続
可
能
な
成

長
へ
の
移
行
期
の
始
ま
り
と
い
う
。
情
報

の
密
度
が
濃
い
ビ
ジ
ネ
ス
書
で
、
多
少
難

解
で
は
あ
る
が
一
読
に
値
す
る
。

さ
て
、
資
源
争
奪
戦
で
、
日
本
に
と
っ

て
無
視
で
き
な
い
の
が
中
国
の
動
向
で
あ

る
。
金
属
資
源
確
保
を
国
家
戦
略
と
す
る

中
国
の
世
界
へ
の
進
出
状
況
を
知
る
に
は
、

四
〇
年
各
地
で
資
源
開
発
に
従
事
し
た
鉱

山
技
師
で
資
源
・
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
谷
口
正
次
著
『
メ
タ
ル
・
ウ
ォ
ー
ズ
：

中
国
が
世
界
の
鉱
物
資
源
を
支
配
す
る
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
　
二
〇
〇
八
年
二
月
）

と
同
著
『
メ
タ
ル
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
：
茫

然
自
失
の
世
界
で
猛
烈
支
配
を
進
め
る
中

国
』（
同
　
二
〇
〇
九
年
六
月
）
が
あ
る
。

前
書
は
日
経
Ｂ
Ｐ
・
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

図
書
賞
受
賞
作
、
本
文
の
約
半
分
を
占
め

る
第
一
章
「
囲
い
込
み
に
狂
奔
す
る
中
国
」

で
、
消
費
国
主
導
の
新
た
な
資
源
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
邁
進
す
る
中
国
の
様
子
を
記

述
す
る
ほ
か
、
資
源
メ
ジ
ャ
ー
や
金
属
資

源
開
発
の
闇
な
ど
を
解
説
す
る
。
中
国
の

資
源
外
交
は
、
武
田
信
玄
の
旗
印
『
風
林

火
山
』
の
「
風
と
火
」
で
、
日
本
は
「
林

と
山
」
で
あ
る
と
分
析
し
、
そ
の
日
本
の

資
源
戦
略
は
ど
う
す
べ
き
か
を
、
後
書
で

は
よ
り
具
体
的
そ
し
て
詳
細
に
論
じ
て
い

る
（
続
編
に
あ
た
る
後
書
に
は
中
国
の
み

の
章
は
な
い
）。

つ
ぎ
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
石
油
の

埋
蔵
量
に
関
す
る
図
書
。
こ
の
石
油
の
起

源
、
資
源
量
の
評
価
、
供
給
面
で
の
可
能

性
に
焦
点
を
あ
て
、
需
要
面
に
は
触
れ
ず

技
術
的
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
の
が
、
石

油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
調
査

部
編
『
石
油
資
源
の
行
方
：
石
油
資
源
は

あ
と
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
』（
コ
ロ
ナ

社　

二
〇
〇
九
年
四
月
）
で
あ
る
。
当
書

の
特
徴
は
、
ピ
ー
ク
・
オ
イ
ル
と
い
う
石

油
枯
渇
論
を
評
価
し
た
章
と
本
文
の
半
分

以
上
を
占
め
る
三
つ
の
章
で
、
発
見
済
み

で
開
発
待
ち
の
油
田
、
新
規
発
見
の
油
田
、

大
規
模
可
採
埋
蔵
量
の
発
見
が
確
実
視
さ

れ
て
い
る
地
域
、
技
術
開
発
待
ち
の
オ
イ

ル
サ
ン
ド
な
ど
の
非
在
来
型
石
油
資
源
地

域
に
関
し
、
中
東
、
北
極
海
、
シ
ベ
リ
ア
、

メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
事
例
を
油

田
地
帯
の
地
図
と
共
に
詳
し
く
解
説
し
て

い
る
こ
と
に
あ
る
。
専
門
書
で
技
術
用
語

や
数
式
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
囚
わ
れ
ず
読

み
進
め
ば
良
い
。
興
味
深
く
門
外
漢
に
も

石
油
資
源
の
実
状
が
把
握
で
き
る
。

最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
京
大
名
誉
教
授

で
環
境
倫
理
学
者
・
加
藤
尚
武
著
『
資
源
ク

ラ
イ
シ
ス
：
だ
れ
が
そ
の
持
続
可
能
性
を
維

持
す
る
の
か
？
』（
丸
善
　
二
〇
〇
八
年
六

月
）。
国
家
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
地
球
規
模

で
の
資
源
管
理
の
た
め
の
展
望
を
示
そ
う

と
、
資
源
に
関
す
る
多
様
な
観
点
か
ら
の

資
料
を
集
約
し
た
も
の
で
、
二
〇
〇
七
～

八
年
に
雑
誌
『
生
活
と
環
境
』（
日
本
環

境
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
に
掲
載
し
た
記
事
が

中
心
。
思
索
的
な
堅
い
文
章
で
読
み
や
す

く
は
な
い
が
、
文
中
で
は
引
用
し
た
文
献

の
出
典
が
明
記
さ
れ
、
巻
末
に
は
文
献
紹

介
も
あ
り
、
資
源
問
題
を
掘
り
下
げ
て
考

え
て
ゆ
く
上
で
役
立
つ
。

（
お
ぎ
の　

よ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）




